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利 用 上 の 注 意 

 

１．本調査は、日本標準産業分類（平成 25年 10月改定）に掲げる以下の産業※１に属する

ものを除く法人企業を集計対象としている。 

①「大分類Ａ－農業，林業」 

②「大分類Ｂ－漁業」 

③「大分類Ｃ－鉱業，採石業，砂利採取業」 

④「大分類Ｄ－建設業」 

⑤「大分類Ｎ－生活関連サービス業，娯楽業」のうち、「小分類 792－家事サービス業」 

⑥「大分類Ｒ－サービス業（他に分類されないもの）」のうち、「中分類 93－政治・経

済・文化団体」、「中分類 94－宗教」及び「中分類 96－外国公務」 

⑦「大分類Ｓ－公務（他に分類されるものを除く）」 

なお、三次集計（事業所に関する集計）では、上記及び「大分類Ｅ－製造業」に属す

るものを除く法人企業の傘下事業所を集計対象としている。 
 

※１ 各企業等及び事業所は、企業全体又は事業所全体の主な事業の種類により、企業単位、事業所単位で一つの産業

に分類される（企業産業分類、事業所産業分類）。 

本調査においては、企業産業分類又は事業所産業分類ごとに区分した集計を行っており、集計区分における産業

分類は、企業等に関する集計においては企業産業分類のことを指し、事業所に関する集計においては事業所産業分

類のことを指す。 
 

２．事業所の売上（収入）金額等の経理事項は、企業伸び率及び産業別伸び率を加味した伸

び率を過去値に乗じることで推計し、結果表として集計した。なお、一部の法人企業※２の

傘下事業所については、調査して得られた数値を集計した。 

※２ 金融商品取引法（昭和 23 年法律第 25 号）に基づく有価証券報告書等を提出している企業、売上高 1000 億円以上

（かつ会社企業に限っては資本金２億円以上）の企業及び相互会社 
 

＜経済構造実態調査 推計手法について（事業所）＞ 

https://www.stat.go.jp/data/kkj/kekka/pdf/suikeiJ.pdf 
 

３．売上（収入）金額等の経理事項は 2019年の１年間の数値である。 
 

４．売上（収入）金額等の経理事項については、原則消費税込みで把握しているが、一部の

消費税抜きの回答については、「統計調査における売上高等の集計に係る消費税の取扱い

に関するガイドライン（平成 27 年５月 19 日各府省統計主管課長等会議申合せ）」に基づ

き、消費税込みに補正した上で結果表として集計した。 

＜ガイドライン＞ 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000365494.pdf 
 

５．結果数値は表章単位未満を四捨五入してあるため、総数と内訳の合計とは必ずしも一致

しない。 
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2020年経済構造実態調査 三次集計 結果の概要 

 

事業所に関する集計 

三次集計はサービス産業※に属する企業の傘下事業所を集計対象としており、産業分類別の集計結果は各産業に属

する我が国全ての事業所を集計したものではない。 

※卸売業、小売業、金融業等を含めた、いわゆる第三次産業を指す。 

 

１．都道府県、産業大分類別売上高 

 集計対象企業の傘下事業所について、都道府県、産業大分類別に売上高をみると、

「卸売業，小売業」では、東京都が143兆4432億円と最も多く、次いで大阪府が44兆

4460億円、愛知県が34兆198億円などとなっている。「医療，福祉」では、東京都が24

兆8539億円と最も多く、次いで大阪府が８兆1354億円、神奈川県が６兆5559億円など

となっている。「不動産業，物品賃貸業」では、東京都が19兆6143億円と最も多く、

次いで大阪府が５兆6461億円、神奈川県が２兆8159億円などとなっている（表１）。 

 

表１ 都道府県、産業大分類別売上高（売上高の上位３産業のみ掲載） 

 
注１：「売上高」は必要な事項の数値が得られた事業所を対象として集計した。 

注２：集計対象に以下の※に分類される企業の傘下事業所は含まれない（例：製造業に属する企業の傘下にある卸売 

業や小売業の事業所は、表中の「卸売業，小売業」に含まれない。）。 

※ 産業分類「A 農業，林業」、「B 漁業」、「C 鉱業，採石業，砂利採取業」、「D 建設業」、「E 製造業」、「N 生活      

関連サービス業，娯楽業」のうち「792 家事サービス業」、「R サービス業（他に分類されないもの）」のう  

ち「93 政治・経済・文化団体」、「94 宗教」及び「96 外国公務」、「S 公務（他に分類されるものを除く）」 

 

 

売上高 売上高

卸売業，小売業 医療，福祉
不動産業，
物品賃貸業

卸売業，小売業 医療，福祉
不動産業，
物品賃貸業

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

全国 467,651,739 119,938,543 48,316,010 　三重県 3,635,701 1,453,876 301,714

　北海道 16,498,629 5,125,538 1,365,877 　滋賀県 2,644,708 1,069,346 217,600

　青森県 3,119,019 1,114,050 156,997 　京都府 6,546,574 2,367,886 650,299

　岩手県 3,142,358 1,081,788 234,704 　大阪府 44,446,000 8,135,375 5,646,062

　宮城県 9,458,848 1,831,034 907,501 　兵庫県 14,102,157 4,423,725 1,256,424

　秋田県 2,293,076 1,024,310 119,754 　奈良県 1,937,513 1,188,180 157,586

　山形県 2,540,778 1,013,234 119,981 　和歌山県 2,126,320 904,239 104,611

　福島県 4,681,627 1,647,359 336,052 　鳥取県 1,288,097 621,484 65,602

　茨城県 6,552,542 2,061,477 425,276 　島根県 1,531,621 756,538 80,888

　栃木県 5,207,679 1,551,521 259,917 　岡山県 4,928,481 1,858,296 361,621

　群馬県 6,384,434 1,598,919 255,713 　広島県 10,186,772 2,643,449 873,301

　埼玉県 16,139,644 4,746,362 1,704,383 　山口県 3,005,176 1,390,345 204,236

　千葉県 12,733,528 4,064,276 1,272,441 　徳島県 1,583,292 829,881 97,213

　東京都 143,443,215 24,853,868 19,614,276 　香川県 3,072,081 926,711 220,523

　神奈川県 19,556,576 6,555,917 2,815,934 　愛媛県 3,807,323 1,367,695 180,846

　新潟県 6,446,071 1,964,038 346,789 　高知県 1,475,422 860,583 82,202

　富山県 3,084,830 938,914 173,099 　福岡県 18,334,689 4,759,194 1,925,407

　石川県 3,638,884 976,376 269,503 　佐賀県 1,700,106 863,757 76,874

　福井県 2,020,470 720,799 105,676 　長崎県 3,054,274 1,455,285 136,399

　山梨県 1,701,280 690,575 105,256 　熊本県 3,928,684 1,864,050 267,551

　長野県 5,386,369 1,757,214 343,107 　大分県 2,455,117 1,226,270 149,360

　岐阜県 4,715,119 1,594,839 265,348 　宮崎県 2,566,558 1,097,908 123,558

　静岡県 9,893,316 2,791,971 751,736 　鹿児島県 3,909,434 1,740,545 199,822

　愛知県 34,019,798 5,137,221 2,676,384 　沖縄県 2,727,552 1,292,326 310,606
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２．都道府県別年間商品販売額（卸売業，小売業） 

 集計対象企業の傘下事業所のうち、「卸売業，小売業」について、都道府県別に年間

商品販売額をみると、「卸売業」では東京都が 118 兆 3740 億円と最も多く、次いで大

阪府が 33 兆 1367 億円、愛知県が 24 兆 1228 億円などとなっている。「小売業」では、

東京都が 19 兆 9740 億円と最も多く、次いで大阪府が９兆 8115 億円、神奈川県が９

兆 903億円などとなっている（表２）。 

 

表２ 都道府県別年間商品販売額（卸売業，小売業） 

 
注１：「年間商品販売額」は必要な事項の数値が得られた事業所を対象として集計した。 

注２： 集計対象に以下の※に分類される企業の傘下事業所は含まれない。 

※ 産業分類「A 農業，林業」、「B 漁業」、「C 鉱業，採石業，砂利採取業」、「D 建設業」、「E 製造業」、「N 生活      

関連サービス業，娯楽業」のうち「792 家事サービス業」、「R サービス業（他に分類されないもの）」のう  

ち「93 政治・経済・文化団体」、「94 宗教」及び「96 外国公務」、「S 公務（他に分類されるものを除く）」 

 

  

年間商品販売額 年間商品販売額

卸売業 小売業 卸売業 小売業
（百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

全国 309,336,050 139,001,184 　三重県 1,634,444 1,800,064

　北海道 9,263,012 6,457,012 　滋賀県 1,074,198 1,426,889

　青森県 1,640,858 1,367,564 　京都府 3,442,779 2,810,149

　岩手県 1,664,101 1,332,253 　大阪府 33,136,730 9,811,452

　宮城県 6,294,678 2,755,736 　兵庫県 8,176,193 5,411,864

　秋田県 1,122,309 1,078,064 　奈良県 731,824 1,109,851

　山形県 1,234,582 1,169,283 　和歌山県 1,173,364 873,244

　福島県 2,336,260 2,120,625 　鳥取県 643,967 583,194

　茨城県 3,327,913 2,973,287 　島根県 774,736 680,052

　栃木県 2,729,075 2,249,051 　岡山県 2,730,807 1,965,536

　群馬県 3,994,109 2,151,652 　広島県 6,558,465 3,111,379

　埼玉県 8,332,001 6,833,381 　山口県 1,360,023 1,462,666

　千葉県 6,035,665 6,182,618 　徳島県 791,342 720,331

　東京都 118,374,001 19,973,998 　香川県 1,757,764 1,154,495

　神奈川県 9,534,107 9,090,337 　愛媛県 2,156,559 1,497,826

　新潟県 3,712,600 2,394,874 　高知県 712,306 696,420

　富山県 1,788,591 1,144,641 　福岡県 11,797,451 5,692,720

　石川県 2,185,482 1,285,528 　佐賀県 798,487 818,271

　福井県 1,091,071 829,731 　長崎県 1,501,547 1,442,630

　山梨県 836,952 795,327 　熊本県 1,973,523 1,796,731

　長野県 2,833,408 2,286,992 　大分県 1,126,345 1,218,418

　岐阜県 2,252,315 2,215,926 　宮崎県 1,389,262 1,088,734

　静岡県 5,676,999 3,789,582 　鹿児島県 2,188,170 1,557,149

　愛知県 24,122,807 8,505,638 　沖縄県 1,322,867 1,288,020
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３．産業小分類別年間商品販売額（卸売業，小売業） 

  集計対象企業の傘下事業所のうち、「卸売業，小売業」について、産業小分類別に

年間商品販売額をみると、「卸売業」では「食料・飲料卸売業」が 36兆 7456億円と

最も多く、次いで「電気機械器具卸売業」が 30兆 8134億円、「農畜産物・水産物卸

売業」が 30 兆 5126 億円などとなっている。「小売業」では、「各種食料品小売業」

が 21兆 7612億円と最も多く、次いで「自動車小売業」が 19兆 424億円、「医薬品・

化粧品小売業」が 14兆 4739億円などとなっている（表３－１、表３－２）。 

 

表３－１ 産業小分類別年間商品販売額（卸売業） 

 

注１：「年間商品販売額」は必要な事項の数値が得られた事業所を対象として集計した。 

注２： 集計対象に以下の※に分類される企業の傘下事業所は含まれない。 

※ 産業分類「A 農業，林業」、「B 漁業」、「C 鉱業，採石業，砂利採取業」、「D 建設業」、「E 製造業」、「N 生活      

関連サービス業，娯楽業」のうち「792 家事サービス業」、「R サービス業（他に分類されないもの）」のう  

ち「93 政治・経済・文化団体」、「94 宗教」及び「96 外国公務」、「S 公務（他に分類されるものを除く）」 

注３：「卸売業」には、産業小分類格付不詳の事業所を含んでいる。このため、「卸売業」と産業小分類の積み上げ値は

一致しない。 

 

 

 

年間商品販売額
（百万円）

卸売業 309,336,050

501 各種商品卸売業 22,327,155

511 繊維品卸売業（衣服，身の回り品を除く） 2,112,882

512 衣服卸売業 4,489,561

513 身の回り品卸売業 3,636,836

521 農畜産物・水産物卸売業 30,512,574

522 食料・飲料卸売業 36,745,638

531 建築材料卸売業 16,622,015

532 化学製品卸売業 15,735,659

533 石油・鉱物卸売業 18,044,714

534 鉄鋼製品卸売業 21,697,343

535 非鉄金属卸売業 7,062,517

536 再生資源卸売業 3,111,775

541 産業機械器具卸売業 19,390,583

542 自動車卸売業 13,984,379

543 電気機械器具卸売業 30,813,449

549 その他の機械器具卸売業 9,081,565

551 家具・建具・じゅう器等卸売業 3,941,209

552 医薬品・化粧品等卸売業 23,106,014

553 紙・紙製品卸売業 5,091,551

559 他に分類されない卸売業 21,762,900

産業小分類
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表３－２ 産業小分類別年間商品販売額（小売業） 

 

注１：「年間商品販売額」は必要な事項の数値が得られた事業所を対象として集計した。 

注２： 集計対象に以下の※に分類される企業の傘下事業所は含まれない。 

※ 産業分類「A 農業，林業」、「B 漁業」、「C 鉱業，採石業，砂利採取業」、「D 建設業」、「E 製造業」、「N 生活      

関連サービス業，娯楽業」のうち「792 家事サービス業」、「R サービス業（他に分類されないもの）」のう  

ち「93 政治・経済・文化団体」、「94 宗教」及び「96 外国公務」、「S 公務（他に分類されるものを除く）」 

注３：「小売業」には、産業小分類格付不詳の事業所を含んでいる。このため、「小売業」と産業小分類の積み上げ値は

一致しない。 

 

年間商品販売額
（百万円）

小売業 139,001,184

561 百貨店，総合スーパー 11,939,153

569 その他の各種商品小売業（従業者が常時50人未満のもの） 318,113

571 呉服・服地・寝具小売業 383,483

572 男子服小売業 1,309,145

573 婦人・子供服小売業 4,360,001

574 靴・履物小売業 656,404

579 その他の織物・衣服・身の回り品小売業 2,204,712

581 各種食料品小売業 21,761,226

582 野菜・果実小売業 714,988

583 食肉小売業 569,935

584 鮮魚小売業 498,203

585 酒小売業 1,186,017

586 菓子・パン小売業 1,733,652

589 その他の飲食料品小売業 9,686,049

591 自動車小売業 19,042,391

592 自転車小売業 211,932

593 機械器具小売業（自動車，自転車を除く） 9,263,280

601 家具・建具・畳小売業 1,434,048

602 じゅう器小売業 439,281

603 医薬品・化粧品小売業 14,473,863

604 農耕用品小売業 1,556,791

605 燃料小売業 12,032,747

606 書籍・文房具小売業 2,448,971

607 スポーツ用品・がん具・娯楽用品・楽器小売業 2,104,916

608 写真機・時計・眼鏡小売業 1,128,092

609 他に分類されない小売業 7,389,981

611 通信販売・訪問販売小売業 7,909,135

612 自動販売機による小売業 920,150

619 その他の無店舗小売業 1,247,058

産業小分類
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2020年経済構造実態調査の概要 

 

１．調査の目的 

製造業及びサービス産業の付加価値等の構造を明らかにし、国民経済計算の精度向

上等に資するとともに、経済センサス‐活動調査の中間年における経済構造統計を作

成することを目的としている。 

 

２．調査対象 

（１）地域的範囲 

全国 

 

（２）属性的範囲 

【甲調査】 

日本標準産業分類（平成25年10月改定）に掲げる産業に属する企業のうち、同

分類における大分類、中分類又は小分類ごとに売上高を上位から累積し、当該分

類に係る売上高総額の８割を達成する範囲に含まれる企業。 

ただし、個人経営の企業及び次の産業に属する企業を除く。 

①「大分類Ａ－農業，林業」 

②「大分類Ｂ－漁業」 

③「大分類Ｃ－鉱業，採石業，砂利採取業」 

④「大分類Ｄ－建設業」 

⑤「大分類Ｎ－生活関連サービス業，娯楽業」のうち、「中分類79－その他の生

活関連サービス業」（「小分類792－家事サービス業」に限る。） 

⑥「大分類Ｒ－サービス業（他に分類されないもの）」のうち、「中分類93－政

治・経済・文化団体」、「中分類94－宗教」及び「中分類96－外国公務」 

⑦「大分類Ｓ－公務（他に分類されるものを除く）」 

【乙調査】 

ア 日本標準産業分類（平成25年10月改定）に掲げる次の産業に属する企業 

①「小分類411－映像情報制作・配給業」 

②「小分類412－音声情報制作業」 

③「小分類413－新聞業」 

④「小分類414－出版業」 

⑤「小分類416－映像・音声・文字情報制作に附帯するサービス業」 

⑥「小分類643－クレジットカード業，割賦金融業」 

イ 日本標準産業分類（平成25年10月改定）に掲げる次の産業に属する事業所 
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①「小分類391－ソフトウェア業」 

②「小分類392－情報処理・提供サービス業」 

③「小分類401－インターネット附随サービス業」 

④「小分類701－各種物品賃貸業」 

⑤「小分類702－産業用機械器具賃貸業」 

⑥「小分類703－事務用機械器具賃貸業」 

⑦「小分類704－自動車賃貸業」 

⑧「小分類705－スポーツ・娯楽用品賃貸業」 

⑨「小分類709－その他の物品賃貸業」 

⑩「小分類726－デザイン業」 

⑪「小分類731－広告業」 

⑫「小分類743－機械設計業」 

⑬「小分類745－計量証明業」 

⑭「小分類796－冠婚葬祭業」 

⑮「小分類801－映画館」 

⑯「小分類802－興行場（別掲を除く），興行団」 

⑰「小分類804－スポーツ施設提供業」 

⑱「小分類805－公園，遊園地」 

⑲「小分類823－学習塾」 

⑳「小分類824－教養・技能教授業」 

㉑「小分類901－機械修理業（電気機械器具を除く）」 

㉒「小分類902－電気機械器具修理業」 

 

３．調査事項 

【甲調査】 

以下に掲げる事項のうち、調査企業の業種及び規模等に応じて必要な事項 

① 名称及び所在地 

② 経営組織 

③ 資本金等の額 

④ 消費税の税込み記入・税抜き記入の別 

⑤ 売上（収入）金額及び年間商品販売額 ＊ 

⑥ 費用総額及び費用の主要項目別金額 ＊ 

⑦ 企業全体の主な事業の内容 

⑧ 事業活動の内容 

⑨ 事業活動別の売上（収入）金額 ＊ 

⑩ 電子商取引の有無及び割合 
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⑪ 年初及び年末商品手持額 

⑫ 年間商品仕入額 ＊ 

⑬ 事業区分別の費用割合 ＊ 

⑭ 総務大臣及び経済産業大臣が指定※する一事業区分に係る費用の項目別金額 

（詳細は別添を参照） ＊ 

※ 調査実施時点における最新の事業所母集団データベース情報に基づき、指定する。 

⑮ 企業傘下の事業所の名称及び所在地 

⑯ 企業傘下の事業所の主な事業活動 

⑰ 企業傘下の事業所の売上高 ＊ 

⑱ 企業傘下の事業所の年間商品販売額 ＊ 

⑲ 企業傘下の事業所の売場面積 

⑳ 企業傘下の事業所の卸売販売額に占める本支店間移動の割合 ＊ 

 

ただし、⑪及び⑫については、「大分類Ｉ－卸売業，小売業」に属する企業につい

てのみ報告を求めることとし、⑱、⑲及び⑳については、「大分類Ｉ－卸売業，小売

業」に属する事業所についてのみ報告を求めることとする。 

また、⑬及び⑭については、「大分類Ｅ－製造業」に属する企業を除き、大分類、

中分類又は小分類ごとに売上高を上位から累積し、当該分類に係る売上高総額の５

割を達成する範囲に含まれる企業のみから報告を求め、⑮、⑯、⑰、⑱、⑲及び⑳

については、「大分類Ｅ－製造業」に属する企業を除き、金融商品取引法（昭和23年

法律第25号）に基づく有価証券報告書等を提出している企業、売上高1000億円以上

（かつ会社企業に限っては資本金２億円以上）の企業及び相互会社のみから報告を

求めることとする。 

 

【乙調査】 

ア 企業票 

以下に掲げる事項のうち、調査企業の業種及び従業者数に応じて必要な事項 

① 企業名及び所在地 

② 経営組織及び資本金額又は出資金額 

③ 事業の形態 

④ 会社系統 

⑤ 年間売上高 ＊ 

⑥ 年間営業用固定資産取得額 ＊ 

⑦ 会員数 ＊ 

⑧ 加盟店数 

⑨ 従業者数 
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イ 事業所票 

以下に掲げる事項のうち、調査事業所の業種及び従業者数に応じて必要な事項 

① 事業所名及び所在地 

② 本社の所在地 

③ 経営組織及び資本金額又は出資金額 

④ 本支社別 

⑤ 事業の形態 

⑥ 年間売上高 ＊ 

⑦ 年間契約高及び契約件数 ＊ 

⑧ 年間営業用固定資産取得額 ＊ 

⑨ 入場者数 ＊ 

⑩ 受講生数 ＊ 

⑪ 施設 

⑫ 従業者数 

 

４．調査の方法 

調査は、総務省及び経済産業省が業務を委託した調査実施事業者が調査票を報告者

に郵送し、回収することにより行う。 

 

５．基準となる期日又は期間 

2020年６月１日現在とする。 

ただし、「３．調査事項」のうち、「＊」を付した事項については、原則として、

2019年１月から12月までの１年間を対象とする。 
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○ 共通費用項目 

①給与総額、②福利厚生費（退職金を含む）、③賃借料（土地・建物）、④賃借料（情報通信機器）、⑤賃借料（その

他）、⑥減価償却費、⑦外注費、⑧広告宣伝費、⑨保険料、⑩水道光熱費、⑪通信費、⑫荷造運搬費、⑬旅費・交通費、

⑭車両費、⑮消耗品費 

 

○ 産業別費用項目 

産業 産業別調査事項 

電気業 ①燃料費、②修繕費 

ガス業 ①原材料費、②修繕費 

電気通信業 ①施設保全費、②通信設備使用料 

映像情報制作・配給業 

①制作費（出演料等の人件費）、②制作費（その他）、③配給権獲得費

（国内）、④配給権獲得費（国外）、⑤配収支払費、⑥版権獲得費（国

内）、⑦版権獲得費（国外） 

音声情報制作業 ①制作費（出演料等の人件費）、②制作費（その他）、③著作権使用料 

出版業 ①印税・原稿料 

ソフトウェア業、情報処理・提供サービス

業、インターネット附随サービス業 
①外注費（国内）、②外注費（国外） 

鉄道業 ①動力費 

水運業 ①貨物費（燃料費除く）、②燃料費、③港費、④船費、⑤借船費 

卸売業、小売業 ①商品売上原価、②販売手数料、販売奨励費 

銀行・信託業 ①資金調達費用、②役務取引等費用、③特定取引費用 

証券業 ①金融費用、②取引関係費、③不動産関係費 

生命保険業 ①保険金等支払金、②責任準備金等繰入額、③資産運用費用 

損害保険業 ①保険引受費用、②資産運用費用 

中小企業等金融業、農林水産金融業 ①資金調達費用、②役務取引等費用、③特定取引費用 

クレジットカード業、割賦金融業 ①貸倒引当金繰入額、②金融費用 

不動産取引業 ①用地費、②外注工事費、③土地建物購入費 

不動産賃貸業・管理業 ①修繕費 

各種物品賃貸業、産業用機械器具賃貸業、事

務用機械器具賃貸業、自動車賃貸業、スポー

ツ・娯楽用品賃貸業、その他の物品賃貸業 

①貸与資産原価、②リース投資資産原価、③資金原価 

広告業 ①媒体費 

宿泊業 ①材料費、②修繕費 

飲食業 ①製造原価（材料費）、②製造原価（労務費） 

冠婚葬祭業 ①施設管理費、②販売手数料 

映画館 ①施設管理費、②上映映画料 

興行場、興行団 ①選手契約料・出演契約料、②施設管理費 

スポーツ施設提供業 ①施設管理費 

公園、遊園地・テーマパーク ①施設管理費 

学習塾 ①警備費 

教養・技能教授業 ①講師謝礼、②教材作成費 

医療業 ①薬品費、②材料費（薬品費を除く） 

別添 
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用語の解説 

 

１．企業等 

事業・活動を行う法人（外国の会社を除く。）をいう。 

 

２．法人 

法律の規定によって法人格を認められているものが事業を経営している場合をい

う。以下の会社及び会社以外の法人が該当する。 

 

会社 

株式会社、有限会社、相互会社、合名会社、合資会社、合同会社及び外国の会

社をいう。ここで、外国の会社とは、外国において設立された法人の支店、営

業所などで、会社法（平成 17年法律第 86号）の規定により日本で登記したも

のをいう。なお、外国人の経営する会社や外国の資本が経営に参加しているい

わゆる外資系の会社は、外国の会社ではない。 

 

会社以外の法人 

法人格を有する団体のうち、前述の会社を除く法人をいう。例えば、独立行政

法人、一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人、社会福祉

法人、学校法人、医療法人、宗教法人、農（漁）業協同組合、事業協同組合、

労働組合（法人格を持つもの）、共済組合、国民健康保険組合、信用金庫、弁護

士法人などが含まれる。 

 

３．事業所 

   経済活動が行われている場所ごとの単位で、原則として次の要件を備えているも

のをいう。 

  ① 一定の場所（１区画）を占めて、単一の経営主体のもとで経済活動が行われて   

いること。 

  ② 従業者と設備を有して、物の生産や販売、サービスの提供が継続的に行われて

いること。 

 

４．売上（収入）金額 

商品等の販売額又は役務の給付によって実現した売上高、営業収益、完成工事高な

どをいう。有価証券、土地・建物、機械・器具などの有形固定資産など、財産を売

却して得た収入は含めない。なお、日本標準産業分類（平成 25年 10月改定）に掲

げる「金融業，保険業」の企業等及び会社以外の法人の場合は経常収益としている。 
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５．年間商品販売額 

購入した商品を販売した額をいう。そのうち、購入した商品を別の業者に販売した

ものを「卸売販売額」、個人や家庭に販売したものを「小売販売額」としている。

「年間商品販売額」は内訳となるこれらの合計となる。 

 

６．企業産業分類 

各企業等は、複数の事業を行っている場合があり、本調査では、それらの種類を一

定の単位ごとに「事業活動」として分類している。「企業産業分類」は、支所を含

めた企業全体の主な事業の種類により、企業単位で１つの産業（主業）に分類した

ものであり、日本標準産業分類（平成 25年 10月改定）に準じている。 

 

７．事業所産業分類 

事業所の主な事業の種類により、事業所単位で分類したものであり、日本標準産業

分類（平成 25年 10月改定）に準じている。 
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集計体系及び公表時期 

 

 公表内容 公表時期 

一次集計 ・産業（小分類）、経営組織別の売上（収入）金額  2021年３月31日  

二次集計 ・産業（小分類）、経営組織別の売上（収入）金額、

費用総額、主な費用項目、付加価値額  

・産業（中分類）、資本金階級・売上（収入）階級

別の売上（収入）金額、費用総額、主な費用項目、

付加価値額  

・事業活動分類（小分類）、経営組織別の売上（収

入）金額  

・産業（中分類）別の費用内訳割合  

等 

2021年７月30日 

三次集計 ・都道府県、産業（大分類）別の売上（収入）金額  

・都道府県、産業（卸売業，小売業）別の年間商品

販売額、本支店間移動の額、売場面積  

等 

2021年10月29日 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問合せ先＞ 

 

 
 
 
統計調査部経済統計課審査発表係 

 
〒162-8668東京都新宿区若松町 19番１号 

電話    ：（03）5273-1165 

Ｅメール ：e-nenji@soumu.go.jp 

ＨＰ   ：https://www.stat.go.jp/data/kkj/index.html 

 

この冊子は，次のＵＲＬからダウンロードできます。 

https://www.stat.go.jp/data/kkj/kekka/index.html 

 

政府統計の総合窓口（ｅ－Ｓｔａｔ）https://www.e-stat.go.jp/ 

 
【お願い】 

・本調査の統計データを引用・転載する場合には、必ず、出典（総務省・経済

産業省「経済構造実態調査結果」）の表記をお願いします。 

・経済構造実態調査を引用・転載された場合はお手数ですが、使用目的及び掲

載先を経済統計課審査発表係（e-nenji@soumu.go.jp）まで御連絡ください。

御連絡いただいた情報は、利用者の皆様に有用性の高い統計を提供するため

に利用させていただきます。御協力をお願いします。 
 

https://www.stat.go.jp/data/kkj/index.htm
https://www.stat.go.jp/data/kkj/kekka/index.html
https://www.e-stat.go.jp/
mailto:e-shinsa@soumu.go.jp

